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一
、
は
じ
め
に

　

古
代
律
令
祭
祀
制
下
に
お
い
て
特
別
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
伊
勢
神
宮

も
、
平
安
時
代
中
頃
以
降
律
令
制
の
弛
緩
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
国
家
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
た
経
済
基
盤
に
も
動
揺
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奉

仕
す
る
神
職
組
織
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
一

方
、
こ
の
頃
の
神
職
組
織
は
祭
主
大
中
臣
氏
を
中
心
に
再
編
成
が
進
め
ら

中
世
移
行
期
神
宮
祭
祀
の
基
礎
的
研
究

『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
に
み
え
る
祭
儀
次
第
の
検
討

─
正
宮
へ
の
参
入
・
退
出
経
路
を
中
心
に
─

山
口
祐
樹

れ
つ
つ
も
、
祭
主
と
大
神
宮
司
の
対
立
や
在
地
神
職
と
の
軋
轢
な
ど
様
々

な
問
題
を
抱
え
、
決
し
て
一
枚
岩
と
言
え
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し

た
神
宮
の
体
制
全
体
が
変
化
す
る
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
年
中
恒

例
の
祭
祀
自
体
は
滞
る
事
無
く
奉
仕
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
中
世
初
頭
の
神
宮
祭
祀
に
お
け
る
直
接
的
な
変
化
に
つ
い

て
、
12
ｃ
末
に
編
纂
さ
れ
た
『
皇
太
神
宮
年
中
行（

1
（

事（
2
（

』
に
見
え
る
儀
式
次

第
の
記
述
を
中
心
に
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
代
神
宮
祭
祀
か
ら
ど
の



國學院雑誌　第 126 巻第２号（2025年） ─ 2 ─

よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
変
化
と
神
宮
の
神
職
組
織

の
変
化
と
が
ど
の
よ
う
に
関
係
、
影
響
し
あ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
、
古

代
末
か
ら
中
世
初
頭
に
か
け
て
の
神
宮
祭
祀
の
変
化
の
実
態
に
つ
い
て
論

証
を
試
み
て
い
き
た
い
。

二
、
中
世
移
行
期
の
神
宮
祭
祀
の
変
化
に
つ
い
て

　

平
安
時
代
中
頃
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
く
つ
か

の
分
野
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
は
経
済
的
側

面
か
ら
の
考
察
で
、
主
に
律
令
制
に
基
づ
く
神
郡
・
神
部
を
基
礎
と
し
た

経
済
体
制
か
ら
神
領
へ
の
経
済
的
変
化
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。
第
二
に

は
、
祭
主
制
度
の
確
立
に
と
も
な
う
神
宮
の
支
配
構
造
に
つ
い
て
論
じ
た

も
の
。
第
三
に
は
祭
主
制
に
も
関
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
祭
主
と
大
神

宮
司
の
関
係
や
禰
宜
庁
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。
第
四
に
は
中
世
以
降
神

宮
の
経
済
体
制
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
権
禰
宜
層
の
登
場

と
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。
そ
し
て
、
思
想
史
的
側
面
か

ら
伊
勢
信
仰
の
展
開
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き

る（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
内
、
神
宮
の
運
営
体
制
や
祭
祀

組
織
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
あ
っ
て
も
、
神
宮
の
祭
儀
次
第
そ
の
も
の

に
焦
点
を
あ
て
て
、
祭
祀
の
場
に
お
け
る
奉
仕
者
の
動
き
の
変
化
や
そ
の

要
因
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
祭
儀
の
実
態
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳（

（
（

』
と
、
中
世
初
頭
の
神
宮
祭
祀
に
つ
い

て
祭
儀
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
『
年
中
行
事（

（
（

』
の
記
述
の
内
、

特
に
神
祇
令
記
載
の
祈
年
祭
、
神
御
衣
祭
、
月
次
祭
、
神
嘗
祭
に
つ
い
て
、

大
き
な
記
述
の
変
化
が
見
ら
れ
る
正
宮
へ
の
参
入
・
退
出
に
つ
い
て
焦
点

を
あ
て（

（
（

、
各
祭
儀
奉
仕
者
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
み
せ
て
い
た
の
か
、
又

そ
の
動
き
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検

討
し
て
い
く
。

三
、『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
に
み
る
正
宮
へ
の
参
入
と
退
出

　

12
ｃ
末
に
編
纂
さ
れ
た
『
年
中
行
事
』
の
記
述
を
み
る
と
、
正
宮
へ
の

参
入
・
退
出
経
路
に
つ
い
て
『
内
宮
儀
式
帳
』
と
は
異
な
る
記
述
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
の
記
述
の
う
ち
祈
年
祭
、
神
御
衣

祭
、
月
次
祭
、
神
嘗
祭
の
各
祭
儀
に
つ
い
て
の
参
入
・
退
出
状
況
を
確
認

し
て
い
き
た
い（

（
（

。

　

は
じ
め
に
二
月
祈
年
祭
に
つ
い
て
正
宮
へ
の
参
入
、
退
出
に
つ
い
て
確

認
し
て
い
こ
う
。
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１
、
二
月
祈
年
祭

史
料
①　

祈
年
祭
正
宮
参
入

各
宮
司
二

立
向
對
拜
。
於
二

四
御
門
一

在
二

御
塩
湯
一

。
前
陣
神
主
、
御
火
、

祇
承
進
、
次
玉
串
大
内
人
、
次
宮
司
、
御
火
、
祇
承
進
、
次
官
幤
、
次

御
神
馬
、
次
使
、
御
火
、
祗
承
進
。
各
参
列
ノ

時
石
壺
二

着
座
。
宮
司
東
、

使
宮
司
ノ

東
、
神
主
西
東
上
、
共
次
二

玉
串
大
内
人
。
三
色
物
忌
父
等
西

方
以
レ

北
爲
レ

上
東
向
候
。

史
料
②　

祈
年
祭
正
宮
退
下

其
後
各
座
ヲ

起
。
但
玉
串
大
内
人
早
立
、
自
二

西
御
門
一

荒
祭
宮
大
内
人
、

同
大
物
忌
父
ヲ

相
具
退
出
テ

、
忌
火
屋
殿
ノ

艮
方
二

彼
宮
御
料
ノ

官
幣
ヲ

奉
二

相
具
一

、
各
榊
ヲ

捧
、
祭
使
ノ

拜
ヲ

相
待
、
神
主
自
二

西
御
門
一

退
出
シ

、
荒

祭
宮
ノ

遙
拜
所
ノ

南
二

北
上
西
面
二

列
立
シ
テ

相
待
。
祭
使
宮
司
自
二

南
御
門
一

退
出
、
於
二

一
坐
前
一

封
拜
裾
ヲ

引
ル

。
宮
司
同
前
。
件
遙
拜
所
於
二

石
壺
一

拜
手
両
端
、
使
東
、
次
宮
司
、
次
神
主
也
。

　

ま
ず
祈
年
祭
に
つ
い
て
、
史
料
①
の
記
述
に
基
づ
き
正
宮
参
入
の
経
路

を
辿
っ
て
み
る
と
、
正
宮
へ
の
参
入
に
あ
た
り
ま
ず
四
御
門
（
外
玉
垣
南

御
門
）に
て
塩
湯
に
よ
る
祓
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、神
主（
禰
宜
）、

玉
串
大
内
人
（
宇
治
大
内
人
）
以
下
宮
司
、
祭
使
ら
に
い
た
る
ま
で
、
参

進
の
列
を
な
し
て
「
南
御
門
」
よ
り
参
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
着
座
の
位
置
は
、
宮
司
・
祭
使
が
正
中
東
側
に
着
版
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
神
主
ら
は
西
側
に
東
を
上
位
と
し
て
著
版
し
、
三
色
物
忌
父
ら

は
西
側
に
北
を
上
位
と
し
て
東
向
き
に
著
座
し
て
す
る
。

　

そ
し
て
、祭
典
が
終
了
し
退
出
す
る
段
に
至
っ
て
は
、ま
ず
玉
串
内
人
、

荒
祭
大
内
人
、
大
物
忌
父
ら
が
西
御
門
よ
り
退
出
し
、
そ
の
後
神
主
（
禰

宜
）
ら
が
同
様
に
西
御
門
よ
り
退
出
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
祭
使
、
宮
司
ら

が
南
御
門
よ
り
退
出
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。（
史
料
②
）
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
は
、
禰
宜
以
下
の
神
職
ら
が
一
様
に
西
御
門
よ
り
退
出
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
祭
使
、
宮
司
ら
が
参
入
と
同
様
に
南
御
門
よ
り
退

出
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

２
、
四
月
神
衣
祭

　

次
に
神
衣
祭
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
こ
う
。

史
料
③　

神
御
衣
祭
前
段

午
時
許
二

地
祭
物
忌
父
自
二

出
納
手
一

請
二

取
北
御
門
鎰
一

、
件
御
門
ヲ

奉
レ

開
。
参
入
テ

瑞
垣
御
門
ヲ

奉
レ

開
。
又
自
二

外
幤
殿
一

請
二

戸
張
一

、
瑞
垣
玉

串
并
四
御
門
等
二

懸
。
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史
料
④　

神
御
衣
祭
参
入

其
後
宮
司
手
水
ヲ

用
、
次
鬘
木
綿
ヲ

着
、
并
玉
串
行
事
等
如
二

祈
年
御
祭

時
一

。
仍
委
不
レ

記
。
次
内
院
二

参
。
次
第
、
前
陣
神
主
并
玉
串
、
次
宮
司
、

次
御
唐
櫃
也
。
外
物
忌
父
等
衣
冠
ヲ

着
奉
持
。
於
二

石
橋
南
一

在
二

御
塩
湯

一

。
内
人
ノ

勤
又
如
二

恒
例
一

。
各
参
入
着
二

左
右
石
壺
一

。
宮
司
與
二

神
主
一

中
強
也
。
但
近
代
ハ

無
二

中
強
之
儀
一

。
宮
司
モ

以
レ

東
爲
レ

上
テ

着
。
御
唐

櫃
者
八
重
榊
ノ

東
方
二

奉
二

舁
居
一

。
三
色
物
忌
父
兄
部
等
西
方
ノ

石
壷
二

以

レ

北
爲
レ

上
東
二

向
着
。
次
鎰
取
内
人
着
。
大
物
忌
父
一
人
束
帯
、
其
外

皆
衣
冠
也
。

史
料
⑤　

神
御
衣
祭
退
出

次
玉
串
大
内
人
早
立
テ

、
荒
祭
宮
大
内
人
、
同
大
物
忌
父
ヲ

相
具
、
自
二

西
御
門
一

退
出
シ

、
於
二

忌
火
屋
殿
垣
外
艮
方
一

御
衣
ノ

御
唐
櫃
ヲ
奉
二

舁
居

一

。
神
主
并
宮
司
等
彼
宮
ノ

料
ヲ

相
具
テ

、
各
御
玉
串
持
立
。
件
御
唐
櫃
ハ
荒

祭
神
拝
所
二
留

置
御
唐
櫃
也
。
而
内
院
神
事
之

間
、
當
宮
ノ
下
部
所
二

請
取
一

也
。　

宮
司
者
從
二

南
御
門
一

退
出
。
神
主
ハ

自
二

西
御
門
一

罷
出
。
各
在
二

祇

承
一

。
荒
祭
宮
ノ
神
拜
所
二

行
合
テ

答
拝
。
次
荒
祭
宮

拜
八
度
在
手
両

端

。

　

神
御
衣
祭
の
記
述
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
正
宮
で
の
祭
典
に
先
立
ち

北
御
門
か
ら
の
参
入
確
認
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
本
儀
に
先
立
ち
そ
の
準

備
と
も
言
う
べ
き
御
戸
張
の
懸
架
の
様
子
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
『
儀
式
帳
』
や
『
大
神
宮
式
』

に
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
所
作
が
い
つ
の
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る

か
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
12
ｃ
末
の
時
点
で
は
確
立
さ

れ
て
い
た
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
宮
司
以
下
の
正
宮
参
入
の
様
子
で
あ
る
が
、
史
料
④
を
見
る
と

正
宮
南
側
に
位
置
す
る
御
塩
湯
所
に
至
っ
た
後
、
祈
年
祭
と
同
様
の
流
れ

に
て
玉
串
行
事
を
執
り
行
い
、そ
の
後
御
衣
と
共
に
内
院
へ
と
参
入
す
る
。

そ
の
列
次
は
前
陣
神
主
、
玉
串
内
人
、
宮
司
、
御
衣
唐
櫃
の
順
に
南
御
門

よ
り
参
入
し
、
左
右
に
分
か
れ
着
版
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
各
参
入
着
左

右
石
壺
。
宮
司
與
神
主
中
強
也
。
但
近
代
ハ
無
中
強
之
儀
。
宮
司
以
東
為

上
着
。」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
宮
司
と
神
主
（
禰
宜
）

が
正
宮
に
向
か
っ
て
左
右
、
つ
ま
り
本
来
東
西
に
分
か
れ
て
着
版
し
て
い

た
も
の
が
、
年
中
行
事
が
記
さ
れ
た
頃
に
は
宮
司
も
左
側
、
つ
ま
り
西
側

に
着
版
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
上
位
よ
り
宮
司
、
神
主
（
禰
宜
）
の

順
に
並
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
神
御
衣
祭
の

玉
串
行
事
等
に
つ
い
て
は
「
如
祈
年
御
祭
時
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
元

来
宮
司
以
下
の
奉
仕
者
は
祈
年
祭
と
同
様
の
動
き
で
祭
儀
を
行
っ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
訳
だ
が
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
そ
れ
が
変
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
を
加
え
る
必
要
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が
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
祭
典
終
了
後
の
退
出
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
ち
ら
も
祈
年
祭
と

同
様
に
、
玉
串
内
人
、
荒
祭
大
内
人
、
大
物
忌
父
ら
が
先
ん
じ
て
西
御
門

よ
り
退
出
し
、
忌
火
屋
殿
付
近
ま
で
戻
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
宮
司
が

南
御
門
よ
り
退
出
す
る
一
方
、
神
主
（
禰
宜
）
ら
は
西
御
門
よ
り
退
出
す

る
。
そ
し
て
「
荒
祭
宮
神
拝
所
ニ

行
合
テ

答
拝
。
次
荒
祭
宮
拝
八
度
在
手
両

端
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
宮
退
出
の
折
に
は
宮
司
と
禰
宜
以
下
の
神
職

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
南
御
門
と
西
御
門
に
分
か
れ
て
退
出
す
る
も
の
の
、
そ
の

後
荒
祭
宮
神
拝
所
付
近
に
て
再
度
合
流
、
荒
祭
宮
を
遙
拝
し
た
後
に
玉
串

大
内
人
ら
が
荒
祭
宮
に
参
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
正
宮

退
出
の
様
子
か
ら
は
、
先
ん
じ
て
退
出
す
る
荒
祭
宮
唐
櫃
に
関
わ
る
玉
串

内
人
、
荒
祭
大
内
人
、
大
物
忌
父
ら
は
別
と
し
て
、
宮
司
、
神
主
（
禰
宜
）

に
つ
い
て
は
一
度
南
御
門
と
西
御
門
と
に
分
か
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
特

段
何
ら
か
の
所
作
を
行
う
こ
と
も
な
く
再
び
合
流
し
共
に
荒
祭
宮
を
遙
拝

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祭
儀
所
役
上
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
た
め
に
西
御

門
か
ら
退
出
し
た
の
で
は
な
く
、
祭
儀
所
役
以
外
の
理
由
に
よ
り
西
御
門

よ
り
退
出
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
儀
式
帳
の
記
述
と
も
比
較
し
な
が
ら
検
討
を
加

え
て
い
き
た
い
。

３
、
六
月
・
十
二
月
月
次
祭

　

次
に
六
月
、
十
二
月
両
度
の
月
次
祭
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
六
月

と
十
二
月
の
月
次
祭
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
月
次
祭
に
「
月
次
祭
次
第
行

事
如
六
月
御
祭
勤
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
両
度
共
同
様
の
次
第
に
て
祭

儀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で
六
月
月
次
祭
の
記
述
を
見
て
い
き
た
い
。

史
料
⑥　

月
次
祭　

御
占
神
事

次
御
占
神
事
。
自
二

西
御
門
一

参
入
。
正
員
禰
宜
ハ

玉
串
御
門
外
方
軒
下
二

御
前
二

向
東
上
祗
候
。
權
任
神
主
ハ

八
重
榊
ノ
南
二

参
集
候
。
清
酒
作
、

并
御
笥
作
、
陶
、
土
師
、
忌
鍛
冶
、
荒
祭
宮
大
内
人
、
同
大
物
忌
父
、

副
物
忌
、
瀧
祭
大
内
人
、
大
物
忌
父
、
副
物
忌
、
如
レ

此
下
部
等
者
玉

串
御
門
ノ

西
方
ノ

玉
垣
ノ

南
二

集
會
候
。
内
物
忌
父
等
件
御
門
ノ

内
東
方
二

各

祗
候
。

〈
中
略
〉

其
後
拜
八
度
手
両
端
。
自
二

西
御
門
一

退
出
。
於
二
荒
祭
神
拜
所
一
拜
八

度
在
レ

手
。
畢
各
退
出
。

史
料
⑦　

月
次
祭
御
饌
正
宮
参
入

次
正
員
禰
宜
前
陣
、
在
二

警
蹕
一

一
座
役
。
次
御
饌
奉
仕
ノ
内
外
物
忌
父
并
清
酒
作
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及
混
作
内
人
等
、
次
權
任
御
主
并
玉
串
大
内
人
、
然
即
正
權
神
主
ハ

南

御
門
ノ

外
二

留
、
於
二

物
忌
父
等
一

者
参
二

入
瑞
垣
御
門
内
一
テ

御
饌
物
之
中

國
崎
神
戸
所
レ

進
蚫
奉
レ

差
料
ノ
串
及
机
忌
刀
白
シ
ノ

御
饌
ヲ

奉
二

取
出
一

〈
中
略
〉

次
正
權
神
主
玉
串
大
内
人
等
同
參
候
。
禰
宜
ハ

瑞
垣
ノ

御
門
二

祗
候
。

外
方
也
。
權
任
神
主
ハ

玉
串
御
門
二

候
。

史
料
⑧　

月
次
祭
御
饌
正
宮
退
出

然
後
正
権
神
主
各
自
二

西
御
門
一

退
出
、
於
二

荒
祭
神
拜
所
一

拜
八
度
手
両

端
。
次
各
於
二

廳
舍
前
石
橋
一

先
着
二

鬘
木
綿
一

在
二

瀧
祭
拜
八
度
手
両
端
。

件
木
綿
爲
二

彼
宮
下
部
役
一

所
レ

勤
也
。其
後
各
着
二

一
殿
一

預
二

直
曾
饗
膳
一

。

史
料
⑨　

月
次
祭
斎
内
親
王
御
参
宮
、
祭
使
参
宮

一
斎
内
親
王
御
参
宮
之
間
次
第
事
。

　

先
御
祓
。
件
御
祓
所
ハ
自
二

御
裳
須
會
河
ノ
渡
瀬
一

上
、

自
二

瀧
祭
御
所
一

北
中
間
自
レ

河
東
也
。
御
祓
畢
之
後
、
令
レ

参
御
之
間
始
レ

従
二

寮
頭
一

次
第
寮
官
等
皆
御
共
歩
行
也
。
於
二

三
所
曹
司

一

者
乘
レ

車
迄
二

河
原
殿
一

也
。
其
後
者
同
歩
行
。
於
二

寮
御
火
一

者
於
二

一

鳥
居
一

止
畢
。
斎
内
親
王
河
原
殿
與
二

二
鳥
居
一

中
間
ニ
テ

腰
輿
二

移
御
テ

斎

王
候
殿
二

御
着
。

一
祭
使
参
宮
之
間
事
。

　

祭
使
并
宮
司
等
先
於
二

祓
所
一

在
レ

祓
次
参
仕
之
間
次
第
同
二

于
祈
年
祭

時
一

。
但
御
祭
ノ

夜
ハ

在
二

御
火
一

。
自
二

二
鳥
居
西
一

御
火
内
人
着
二

衣
冠
一

参
勤
例
也
。
抑
祭
使
ハ

一
殿
ノ

南
ノ

砌
二

留
。
敷
二

莚
一
枚
一

。
官
幣
等
并
三

人
ノ

宮
司
ハ

直
二

御
塩
湯
所
二

参
。
御
火
内
人
四
人
之
内
於
二

二
人
一

者
此
砌

二
留
。
今
二
人
ハ

宮
司
二

相
具
也
。
於
二

御
塩
湯
所
一

自
二

玉
串
大
内
人
之

手
一

大
司
ハ

齋
内
親
王
ノ

御
着
用
料
ノ

御
鬘
木
綿
ヲ

請
取
、
權
大
司
ハ

御
玉
串

二
枝
ヲ

請
取
、
少
司
ハ

御
塩
湯
料
ノ

白
塩
ヲ

小
堝
二

入
テ

相
具
榊
葉
ヲ

土
高
坏
二

居
テ

持
テ

、
各
相
伴
テ

齋
王
候
殿
ノ

西
ノ

砌
二

立
。
于
レ

時
次
第
寮
官
請
取
テ

件

ノ

殿
ノ

内
二

進
。
次
宮
司
帰
二

參
御
塩
湯
所
一

。
次
齋
内
親
王
玉
串
御
門
二

御

着
。
自
二

齋
王
候
毆
一

迄
二

此
御
門
一

御
歩
行
也
。
其
間
作
法
委
不
レ

記
。

一
禰
宜
ハ

兼
テ

蕃
垣
御
門
ノ

西
方
ノ

副
柱
ノ

本
二

向
レ

南
参
着
。
大
物
忌
子
良
ハ

相
二

具
母
良
一

瑞
垣
御
門
二

候
。
一
禰
宜
子
良
参
侍
卜

申
。

〈
中
略
〉

子
良
退
立
テ

奉
二

件
御
玉
串
於
瑞
垣
御
門
一

。
然
後
内
親
王
還
二

御
齋
王
候

殿
一

。
一
禰
宜
自
二

玉
串
御
門
ノ

西
脇
一

西
御
門
工

退
出
。
在
二

左
右
火
并
祇

承
一

。

〈
中
略
〉

次
宮
掌
大
内
人
一
人
参
二

祭
使
許
一

寮
ノ
御
玉
串
畢
之
由
申
。其
時
使
参
。

在
火
祇

承

。
於
二

御
塩
湯
所
一

向
二

神
主
一

答
拝
并
玉
串
行
事
次
第
参
二

内
院
一

之
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間
同
二

于
祈
年
祭
時
一

。
仍
委
不
レ

記
。

史
料
⑩　

月
次
祭
正
宮
退
出

玉
串
行
事
畢
之
後
、
宮
司
神
主
等
立
レ
座
、
赤
良
曳
荷
前
御
調
糸
ヲ

東

寶
殿
二

奉
納
。
次
第
同
二

于
神
御
衣
之
時
一

。
仍
不
レ

記
。
但
於
二

東
寶
殿

之
前
一

件
赤
良
曳
荷
前
御
調
糸
之
内
六
所
別
宮
并
宮
比
矢
乃
波
々
木
ノ

御

料
ヲ

分
進
之
殘
ヲ

奉
納
也
。
宮
廰
ノ

目
代
司
進
納
ノ

文
ヲ

讀
也
。
其
後
各
歸
二

着
本
座
一

、
又
鎰
取
内
人
衣冠
御
封
ヲ

畢
テ

拜
八
度
手
両
端
。
又
玉
串
大
内

人
爲
レ

奉
二
納
荒
祭
宮
荷
前
御
調
糸
一
立
レ

座
。
次
第
如
二

御
衣
之
時
一

。

祭
使
宮
司
等
自
二

南
御
門
一

退
出
。
神
主
従
二

西
御
門
一

退
出
。
於
二

荒
祭

神
拜
所
一

祭
使
并
宮
司
與
二

神
主
一

答
拜
。
拜
八
度
于
両
端
。

　

六
月
、
十
二
月
両
度
月
次
祭
に
お
い
て
、
ま
ず
着
目
し
た
い
の
が
史
料

⑥
の
御
占
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
御
占
に
お
い
て
は
、「
正
員
禰
宜
ハ

玉

串
御
門
外
方
軒
下
二

御
前
二

向
東
上
祗
候
。
權
任
神
主
ハ

八
重
榊
ノ
南
二
参

集
候
。
清
酒
作
、
并
御
笥
作
、
陶
、
土
師
、
忌
鍛
冶
、
荒
祭
宮
大
内
人
、

同
大
物
忌
父
、
副
物
忌
、
瀧
祭
大
内
人
。
大
物
忌
父
、
副
物
忌
、」
と
あ

る
よ
う
に
、
そ
こ
に
祭
使
や
宮
司
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
正
員
禰
宜
か
ら

副
物
忌
に
い
た
る
ま
で
、
総
じ
て
在
地
神
職
層
だ
け
で
行
わ
れ
る
神
事
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
儀
式
帳
の
こ
ろ
か
ら
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
儀
式
帳

に
は
「
禰
宜
、
内
人
、
物
忌
等
之
後
家
之
雑
罪
事
令
二

申
明
解
除
一

、
并
清

大
祓
畢
」
と
あ
る
だ
け
で
極
め
て
簡
素
な
記
述
し
か
な
い
も
の
の
、
そ
れ

か
ら
続
く
由
貴
大
御
饌
に
い
た
る
ま
で
の
一
連
の
記
述
か
ら
も
、
そ
こ
に

「
宮
司
」
が
参
列
し
た
様
子
を
伺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の

禰
宜
以
下
在
地
神
職
層
だ
け
で
行
わ
れ
る
神
事
に
際
し
て
は
、
南
御
門
は

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
参
入
・
退
出
と
も
に
西
御
門
が
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
史
料
⑦
の
月
次
祭
御
饌
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
ち

ら
も
御
占
と
同
様
禰
宜
以
下
在
地
神
職
ら
を
中
心
と
し
た
祭
儀
で
あ
る
も

の
の
、
正
宮
へ
は
南
御
門
か
ら
の
参
入
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

場
合
御
占
と
は
大
き
く
異
な
る
点
が
あ
り
、
そ
の
部
分
を
よ
く
よ
く
勘
案

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
御
占
と
大
き
く
異
な
る
点
と
い
う
の
は
偏
に
「
御

贄
辛
櫃
」
の
有
無
で
あ
る
。
こ
の
御
贄
奉
献
が
月
次
祭
御
饌
の
中
核
を
な

す
部
分
で
あ
る
こ
と
は
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
儀
式
次
第
上
で
も
い
か
に
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
「
正
員
禰
宜
前
陣
在
警
蹕
一
座
役
」
と
い
う
一
文
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
警
蹕（

（
（

と
は
そ
の
儀
式
に
お
い
て
重
要
な
位
置
に
あ

る
人
物
や
モ
ノ
が
通
過
す
る
に
あ
た
り
慎
み
候
す
る
こ
と
を
促
す
所
作
で

あ
る
が
、
こ
の
場
合
宮
司
、
祭
使
が
不
参
の
な
か
席
次
上
最
も
上
席
に
あ

た
る
正
禰
宜
一
座
が
そ
の
役
を
担
い
「
前
陣
」
と
し
て
「
御
贄
辛
櫃
」
を
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前
導
・
警
衛
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
祭
儀
で
は
「
御
贄
」
が
全
て
お
い

て
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
極
言
す
れ
ば
月
次
祭
御
饌
祭
に
お
い

て
は
「
御
贄
辛
櫃
」
の
為
に
南
御
門
か
ら
の
参
入
が
企
図
さ
れ
て
い
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
一
端
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
史
料

⑧
を
見
る
と
「
御
贄
」
の
前
導
・
警
衛
と
い
う
役
割
を
終
え
た
祭
儀
終
了

後
の
退
出
で
は
、
一
禰
宜
は
他
の
祭
儀
と
同
様
に
南
御
門
で
は
な
く
西
御

門
か
ら
退
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

史
料
⑨
⑩
は
斎
内
親
王
と
祭
使
の
参
宮
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
で
あ

る
。
斎
内
親
王
は
斎
王
候
殿
が
玉
垣
南
御
門
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
南
御
門
よ
り
参
入
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
の
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、
祭
使
に
つ
い
て
も
「
如
祈
年
祭
之
時
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
祈
年

祭
同
様
に
祭
使
、
宮
司
、
禰
宜
ら
は
列
を
な
し
て
「
南
御
門
」
よ
り
参
入

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

退
出
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
も
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
祭
使
、
宮
司
ら

は
南
御
門
よ
り
、
一
方
神
主
（
禰
宜
）
ら
は
西
御
門
よ
り
退
出
し
、
荒
祭

神
拝
所
に
て
再
び
合
流
す
る
。
こ
の
一
連
の
流
れ
は
、
神
御
衣
祭
の
退
出

と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
禰
宜
以
下
の
神
職
は
荒
祭
宮
に
お
い
て
、
祭
儀

所
役
上
特
段
の
役
割
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
西
御
門
を
使

用
し
て
退
出
し
て
い
る
。

４
、
九
月
神
嘗
祭

　

神
嘗
祭
に
お
け
る
正
宮
へ
の
参
進
、
退
下
に
関
す
る
記
述
を
確
認
し
て

み
る
と
、
こ
と
さ
ら
祈
年
祭
や
月
次
祭
に
加
え
て
目
新
し
い
記
述
が
見
ら

れ
る
訳
で
は
な
い
。
ま
ず
十
六
日
夜
か
ら
執
り
行
わ
れ
る
由
貴
御
饌
祭
に

つ
い
て
は
、

史
料
⑪　

神
嘗
祭
由
貴
御
饌

同
夜
、
由
貴
御
撰
、
瀧
祭
神
態
、
櫻
宮
神
態
、
曉
御
饌
等
、
其
勤

如
二

六
月
御
祭
時
一

。
但
曉
御
饌
ハ

新
米
也
。
仍
神
甞
祭
也
。

と
あ
り
、
ま
た
斎
内
親
王
参
宮
と
祭
使
参
宮
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

史
料
⑫　

神
嘗
祭
斎
内
親
王
御
参
宮
、
祭
使
参
宮

同
夕
部
、
齋
内
親
王
御
参
宮
之
間
次
第
又
以
同
前
也
。
但
今
度
ハ

宣
命
ヲ

被
二

造
下
一

例
也
。
官
下
文
也
。
又
四
姓
使
参
下
也
。
所
謂
正
親
、
中
臣
、

忌
部
、
占
部
等
也
。
今
度
又
紳
馬
三
疋
也
之中
一
疋
ニ
ハ

鞍
ヲ

置
。
又
官
幣

ハ
錦
綾
也
。祭
使
等
奉
レ

相
二

具
官
幣
并
神
馬
及
荷
前
御
調
絹
ヲ
一

参
宮
間
、

先
於
二

祓
所
一

祓
之
後
、
於
二

官
幣
等
一

者
奉
二

相
具
一

神
部
等
直
参
二

御
塩

湯
所
一

、
祭
使
々
并
宮
司
等
参
宮
之
間
次
第
如
二

六
月
御
祭
時
一

。
但
今

度
ハ

寮
御
玉
串
之
間
、
四
姓
使
々
皆
一
殿
ノ

南
砌
二

留
ル

。
其
外
件
御
玉
串
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次
第
行
事
如
二

六
月
御
祭
之
時
一

。
仍
不
レ

記
。

　

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
六
月
月
次
祭
に
お
け
る
祭

儀
の
流
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
も
の
の
、「
又
四
姓
使
参
下

也
」
と
あ
る
よ
う
に
王
氏
の
参
向
が
見
え
る
と
い
う
点
を
祈
年
祭
、
月
次

祭
と
の
大
き
な
差
異
と
し
て
認
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま

で
も
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
指
摘
、確
認
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、

神
嘗
祭
と
祈
年
祭
、
月
次
祭
で
は
勅
使
参
向
と
幣
帛
の
正
殿
奉
納
と
い
う

ふ
た
つ
の
点
が
大
き
く
異
な
る
。
祈
年
祭
、
月
次
祭
の
使
い
が
大
中
臣
祭

主
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
神
嘗
祭
で
は
王
・
中
臣
・
忌
部
ら
が
差
遣
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
幣
帛
に
つ
い
て
も
神
祇
官
調
進
の
幣
帛
の
み
な

ら
ず
内
蔵
寮
調
進
の
錦
綾
が
加
進
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
東
寶
殿
で
は
な
く
正

殿
に
奉
納
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
違
い
に
関
し
て
正
宮
へ
の
参
入
、
退
出
に
お
い
て
変

化
が
見
ら
れ
る
か
と
い
う
と
「
如
二

六
月
御
祭
時
一

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

解
る
よ
う
に
、
そ
の
動
き
に
つ
い
て
月
次
祭
か
ら
変
化
は
ほ
ぼ
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
部
に
お
い
て
差
異
も
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
そ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

史
料
⑬

又
宮
司
自
二

鎰
取
内
人
之
手
一

請
二

取
封
紙
三
筋
一

書
レ

封
之中
一
筋
ハ

荒
祭

宮
、
一
筋
ハ

東
寶
殿
、
一
筋
ハ

西
寶
殿
御
戸
二
奉
レ

付
料
也
。
而
於
二

荒
祭

御
料
調
絹
并
封
一

者
彼
宮
物
忌
父
自
二

北
御
門
一

参
入
シ
テ

請
取
歸
二

参
彼

宮
一

。
至
二

于
其
外
別
宮
并
宮
比
矢
乃
波
々
木
御
料
一

者
彼
祭
ノ

間
ハ

奉
二

納

外
幤
殿
一

也
。

　

こ
の
よ
う
に
、
正
宮
の
祭
儀
と
直
接
的
に
関
係
し
て
い
る
訳
で
は
な
い

も
の
の
、
祭
儀
中
荒
祭
物
忌
父
が
北
御
門
よ
り
参
入
し
荒
祭
宮
御
料
を
受

け
取
り
再
び
北
御
門
よ
り
退
出
す
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
他
の
祭
儀
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
祈
年
祭
、
神
御
衣
祭
で
は
「
但
玉
串
大
内
人
早
立
、

自
二

西
御
門
一

荒
祭
宮
大
内
人
、
同
大
物
忌
父
ヲ

相
具
退
出
テ

、
忌
火
屋
殿
ノ

艮
方
二

彼
宮
御
料
ノ

官
幣
ヲ

奉
二

相
具
一

」「
次
玉
串
大
内
人
早
立
テ

、
荒
祭
宮

大
内
人
、
同
大
物
忌
父
ヲ

相
具
、
自
二

西
御
門
一

退
出
シ

、
於
二
忌
火
屋
殿
垣

外
艮
方
一

御
衣
ノ

御
唐
櫃
ヲ
奉
二

舁
居
一

。」
と
、
ま
た
月
次
祭
で
も
「
又
玉

串
大
内
人
爲
レ

奉
二
納
荒
祭
宮
荷
前
御
調
糸
一
立
レ

座
。
次
第
如
二

御
衣
之

時
一

。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
神
嘗
祭
以
外
の
祭
儀
で
は
西
御
門
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
神
嘗
祭
で
は
北
御
門
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
こ
の
荒
祭
物
忌
父
の
北
御
門
か
ら
の
参
入
・
退
出
は
幣
帛

の
正
殿
奉
納
に
伴
う
神
嘗
祭
独
特
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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ま
と
め

　

以
上
、『
年
中
行
事
』
の
記
述
か
ら
中
世
初
頭

に
お
け
る
正
宮
で
の
祭
儀
の
様
子
を
検
証
し
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
祭
儀
奉
仕

者
そ
れ
ぞ
れ
の
正
宮
参
入
、
退
出
に
つ
い
て
は
、

・
斎
内
親
王
は
御
参
宮
、
玉
串
行
事
に
際
し
て

南
御
門
よ
り
内
院
へ
と
参
入
し
、
退
出
も
同
様

に
南
御
門
を
用
い
る
。

・
祭
主
、
宮
司
ら
は
、
正
宮
で
の
祭
儀
に
あ
た

り
南
御
門
よ
り
参
入
し
、
祭
儀
終
了
後
南
御
門

よ
り
退
出
。
荒
祭
神
拝
所
に
て
禰
宜
以
下
神
職

と
共
に
拝
礼
。

・
禰
宜
以
下
の
神
職
は
、
祭
儀
奉
仕
の
状
況
に

応
じ
て
西
御
門
や
北
御
門
な
ど
南
御
門
以
外
の

様
々
な
御
門
を
使
用
す
る
が
、
基
本
的
に
南
御

門
よ
り
退
出
す
る
こ
と
は
な
い
。

・
禰
宜
に
至
っ
て
は
、
正
宮
で
の
祭
儀
終
了
後

一
度
祭
主
、
宮
司
ら
と
分
か
れ
て
西
御
門
よ
り

退
出
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
後
荒
祭
神
拝

所
で
合
流
し
荒
祭
宮
に
拝
礼
す
る
。
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と
い
っ
た
特
徴
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
み
る
正
宮
へ
の
参
入
と
退
出

　

さ
て
、
前
節
で
は
『
年
中
行
事
』
の
記
述
か
ら
12
ｃ
に
お
け
る
祭
儀
の

様
子
を
伺
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
９
ｃ

に
お
け
る
恒
例
祭
祀
の
様
子
に
つ
い
て
『
内
宮
儀
式
帳
』
の
記
述
を
も
と

に
確
認
し
て
み
よ
う
。

１　

二
月
祈
年
祭

史
料
⑭

以
二

十
二
日
一

、
年
祈
幣
帛
使
参
入
坐
弖
、
幣
帛
進
奉
時
行
事
、
幣
帛
使

与
二

大
神
宮
司
一

共
、
神
宮
外
院
参
入
侍
弖
、
即
禰
宜
内
人
等
候
侍
弖
、

山
向
物
忌
父
我
造
奉
留
太
玉
串
、
宇
治
大
内
人
二
枝
捧
弖
、
大
神
宮
司

仁
給
、
即
宮
司
手
拍
給
弖
、
禰
宜
生
絹
乃
明
衣
并
冠
着
、
左
右
肩
仁
木

綿
多
須
岐
懸
弖
、
太
玉
串
四
枝
手
拍
弖
給
弖
捧
持
弖
左
方
立
、
宇
治
大

内
人
太
玉
串
八
枝
捧
持
右
方
立
、
共
発
、
禰
宜
先
前
左
方
立
、
宇
治
大

内
人
右
立
、
次
大
神
宮
司
、
次
幣
帛
捧
持
内
人
等
立
、
次
御
馬
飼
内
人

御
馬
曳
立
、
次
駅
使
、
次
内
人
等
立
、
如
此
立
列
参
入
、
第
三
重
告
刀

之
版
位
就
、
公
進
之
東
端
、
御
馬
進
二
丈
許
立
、
次
駅
使
、
次
大
神
宮

司
、
次
禰
宜
、
次
宇
治
内
人
、
次
二
人
大
内
人
、
以
上
六
人
、
正
殿
向

跪
列
就
二

版
位
一

侍
、
内
物
忌
子
等
、
御
門
腋
東
西
頭
侍
、
内
物
忌
父
四

人
、
諸
内
人
、
物
忌
父
等
、
以
西
玉
垣
門
二
丈
許
内
方
進
、
向
レ

東
跪

列
侍
、

〈
中
略
〉

即
玉
串
進
畢
、
四
段
拝
奉
弖
、
短
手
二
段
拍
、
一
段
拝
奉
、
又
更
四
段

拝
奉
、
短
手
二
段
拍
弖
、
一
段
拝
奉
畢
、
即
罷
出
弖
、
荒
祭
宮
版
位
就

坐
、
四
段
拝
奉
、
短
手
二
段
拍
畢
、

　

ま
ず
祈
年
祭
の
記
述
を
確
認
す
る
と
、
そ
こ
に
は
『
年
中
行
事
』
の
記

述
ほ
ど
明
確
に
参
入
・
退
出
の
経
路
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
そ
の
参
進
列
次

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
外
院
か
ら
正
宮
内
院
へ
の
参
入
に
あ
た
っ
て
は
、

大
神
宮
司
と
幣
帛
、
御
馬
を
中
心
に
そ
の
前
方
左
側
に
は
禰
宜
が
、
同
じ

く
前
方
右
側
に
は
宇
治
大
内
人
（
玉
串
大
内
人
）
が
列
を
組
み
、
参
進
列

を
整
え
て
い
る
。
こ
れ
が
『
年
中
行
事
』
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
前
陣
神
主
」

と
い
う
記
述
に
も
繋
が
っ
て
く
る
わ
け
だ
が
、
禰
宜
、
宇
治
大
内
人
を
先

頭
に
大
神
宮
司
や
幣
帛
、
さ
ら
に
は
御
馬
、
驛
使
ら
に
至
る
ま
で
参
進
の

列
を
形
成
し
、
加
え
て
「
如
此
立
列
参
入
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
こ
の
参
進
列
が
一
部
途
中
で
分
か
れ
て
西
御
門
よ
り
参
入
し
た
と
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は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
参
進
列
を
維
持
し
た
ま
ま
正
宮
内
院
へ
と
参
入
し

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る（
９
（。

　

ま
た
一
方
、
正
宮
退
出
に
あ
た
っ
て
も
参
入
時
と
同
様
に
明
確
な
経
路

が
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
た
だ
「
即
罷
出
弖
、
荒
祭
宮
版
位
就
坐
」

と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
記
述
だ
け
で
は
、
南
御
門
か
ら
退
出
し

た
の
か
西
御
門
か
ら
退
出
し
た
の
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
改
め
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

２
、
四
月
神
御
衣
祭

史
料
⑮

以
二

十
四
日
一

、
神
服
織
神
麻
続
神
部
等
造
奉
大
神
御
服
供
奉
時
爾
、
玉

串
行
事
、
大
神
宮
司
、
并
禰
宜
、
宇
治
内
人
等
加
行
事
波
、
二
月
月
次

駅
使
告
刀
与
同
、
但
神
服
織
織
女
八
人
、
神
麻
続
織
女
八
人
、
已
上
女

人
波
明
衣
着
、
皆
悉
玉
串
給
、
即
行
列
参
入
、
即
宮
司
常
例
告
刀
申
畢

弖
、
即
持
参
入
、
東
宝
殿
奉
上
、
罷
出
訖
就
レ
座
弖
拝
奉
、
二
月
行
事

同
、
荒
祭
宮
御
衣
奉
行
事
、
二
月
駅
使
時
乃
行
事
与
同

　

神
御
衣
祭
に
つ
い
て
は
、「
二
月
月
次
駅
使
告
刀
与
同
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
参
進
列
を
構
成
す
る
奉
仕
者
に
は
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の

参
進
列
の
参
入
経
路
に
つ
い
て
は
祈
年
祭
同
様
の
動
き
を
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

３
、
六
月
・
十
二
月
月
次
祭

史
料
⑯

此
以
二

同
十
六
日
夜
一

、
湯
貴
御
饌
祭
供
奉
、
又
宮
守
物
忌
、
并
地
祭
物

忌
、
及
酒
作
物
忌
、
清
酒
作
物
忌
等
合
四
人
毛
、
大
物
忌
、
并
父
等
如

此
之
同
共
供
奉
行
事
具
、
同
日
夜
半
仁
、
人
別
令
二

備
満
持
一

弖
、
朝
大

御
饌
夕
大
御
饌
、
禰
宜
、
大
内
人
四
人
、
并
物
忌
五
人
、
及
物
忌
子
五

人
、
合
十
四
人
、
常
参
二

入
内
院
一

供
奉
、
然
即
於
太
神
御
前
爾
共
列
、

四
度
拝
奉
、
手
四
段
拍
、
又
後
四
度
拝
奉
、
手
四
段
拍
畢
退
、

以
二

十
七
日
平
旦
一

、
朝
御
饌
毛
如
二

上
件
一

、
引
率
具
備
供
奉

先
禰
宜
左
立
、
次
宇
治
大
内
人
右
立
、
次
大
神
宮
司
立
、
次
赤
曳
御
調

糸
乎
諸
内
人
等
持
立
、
如
是
立
列
弖
参
入
、
到
二

三
重
一

弖
御
調
進
、
版

位
ニ
丈
許
就
列
如
二

祈
年
祭
一

、
版
位
、
即
大
神
宮
司
進
二

版
位
一

跪
、
告

刀
申
畢
、

〈
中
略
〉

即
禰
宜
御
鎰
給
、
大
物
忌
乎
先
率
立
弖
、
内
院
参
入
、
次
大
神
宮
司
、

次
大
内
人
等
明
曳
御
調
糸
参
入
、
然
即
大
物
忌
父
開
二
東
宝
殿
一
、
御

調
糸
進
入
畢
、
即
罷
出
就
二

本
坐
一

訖
、
即
四
段
拝
奉
、
八
開
手
拍
弖
、
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短
手
一
段
拍
拝
奉
、
又
更
四
段
拝
奉
、
八
開
手
拍
弖
、
短
手
一
段
拍
、

即
一
段
拝
奉
手
罷
出
、
向
二

荒
祭
宮
一

、四
段
拝
奉
、
短
手
二
段
拍
、
一

段
拝
奉
、
短
手
二
段
拍
、
一
段
拝
奉
、
但
内
親
王
不
レ

向
二

荒
祭
宮
一

、

　

次
に
月
次
祭
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
参
入
経
路
に
関
し
て
も
、
前
述
の
祈

年
祭
、
神
御
衣
祭
と
同
様
に
記
述
自
体
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
記
述
に
関
し
て
も
「
版
位
ニ

丈
許
就
列
如
二

祈
年
祭
一

」
と
あ
る
よ

う
に
、
基
本
的
に
は
二
月
祈
年
祭
の
動
き
を
踏
襲
す
る
と
い
っ
た
形
で
正

宮
へ
の
参
入
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
も
の
の
、
列
次
に
関
し
て

は
左
右
の
禰
宜
、
大
内
人
、
次
の
大
神
宮
司
に
続
い
て
赤
曳
御
調
糸
と
い

う
列
次
の
参
進
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
退
出
に
関
し
て
も
同
じ
く
「
罷
出
」

と
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
具
体
的
に
ど
の
御
門
か
ら
退
出
し
た
か
な
ど
と

い
う
こ
と
は
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４
、
九
月
神
嘗
祭

史
料
⑰

已
上
種
々
物
忌
等
爾
下
宛
奉
、
又
志
摩
湯
貴
御
贄
種
々
下
宛
奉
、
上
件

器
盛
満
弖
、
内
院
御
門
爾
持
参
入
弖
、
亥
時
始
至
二
于
丑
時
一
、
朝
御

饌
夕
御
饌
二
度
供
奉
畢
、
亦
酒
作
物
忌
乃
白
酒
作
奉
、
清
酒
作
物
忌
、

作
奉
黒
酒
、
並
二
色
御
酒
毛
大
御
饌
相
副
供
奉
畢
、
次
根
倉
物
忌
乃
仕

奉
礼
留
神
酒
供
奉
、
即
四
段
拝
奉
弖
内
院
御
門
閇
奉
弖
、
外
院
罷
出

以
二

同
日
午
時
一

、
斎
内
親
王
参
入
坐
、
川
原
御
殿
爾
御
輿
留
弖
、
手
輿

坐
弖
、
到
二

第
四
重
東
殿
一

就
二

御
座
一

、
即
大
神
宮
司
御
蘰
木
綿
捧
、
向

北
跪
侍
、
内
侍
罷
出
弖
、
受
弖
転
二

親
王
一

奉
、
即
親
王
手
拍
受
弖
、
即

内
親
王
自
発
、
内
玉
垣
御
門
就
二

坐
席
一

、
命
婦
二
人
従
之
、
即
避
レ

席

進
前
、
再
拝
両
段
訖
、
即
命
婦
一
人
進
、
受
二

太
玉
串
一

転
二

授
大
物
忌

子
一

、
即
大
物
忌
子
受
立
、
瑞
垣
御
門
西
頭
進
置
、
即
親
王
還
二

本
席

坐
一

畢
、
即
山
向
物
忌
作
奉
太
玉
串
乎
、
大
神
宮
司
給
、
次
禰
宜
給
、

次
宇
治
大
内
人
給
畢
、
先
禰
宜
前
左
立
、
次
宇
治
大
内
人
右
立
、
次
大

神
宮
司
、
次
忌
部
幣
帛
捧
持
立
、
次
御
馬
、
次
駅
使
中
臣
、
次
王
、
次

内
人
等
、
次
斎
宮
諸
司
等
、
但
斎
宮
諸
司
者
、
板
垣
御
門
内
分
頭
侍
、

如
是
立
列
参
入
、
然
到
二

第
三
重
一

就
訖
、
従
二

版
位
一

一
丈
許
進
、
忌
部

大
幣
帛
捧
跪
侍
、
即
駅
使
中
臣
進
版
位
跪
、
告
刀
申
畢
就
二

本
坐
一

、
次

大
神
宮
司
進
版
位
跪
、
常
例
祭
告
刀
申
畢
、

次
大
物
忌
父
開
二

東
幣
帛
殿
一

、
御
馬
鞍
具
進
上
畢
時
、
罷
出
弖
到
二

付

本
坐
一

訖
、
即
諸
刀
禰
等
共
四
段
拝
奉
弖
、
八
開
手
拍
、
即
短
手
一
段

拍
弖
、
一
段
拝
奉
、
又
更
四
段
拝
奉
弖
、
八
開
手
拍
、
次
短
手
一
段
拍
、

一
段
拝
奉
畢
、
即
罷
出
弖
、
向
二

荒
祭
宮
一

弖
、
四
段
拝
奉
、
短
手
一
段
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拍
、
拝
奉
畢
、

　

最
後
に
神
嘗
祭
の
状
況
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
神
嘗
祭
に
お
い
て
も
他

の
祭
儀
と
同
様
に
詳
し
い
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
も
の
の
、

禰
宜
、
宇
治
大
内
人
ら
を
先
頭
に
参
進
列
を
整
え
た
上
で
「
如
是
立
列
参

入
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祈
年
祭
と
同
様
に
参
入
し
て
い
く
様
子
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
文
書
そ
の
も
の
の
性
質
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

『
内
宮
儀
式
帳
』
の
記
述
か
ら
は
、
祈
年
祭
以
下
ど
の
祭
祀
に
お
い
て
も

祭
儀
の
際
の
参
入
・
退
出
経
路
に
関
し
て
具
体
的
な
記
述
は
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
特
に
正
宮
か
ら
の
退
出
に
つ
い
て
は
南
御
門
或
い
は
西
御

門
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
断
定
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
さ

ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

五
、�『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
記
述
に
見
え
る
参
入
及
び
退

出
経
路
の
検
討

　

前
節
で
は
、『
内
宮
儀
式
帳
』
に
お
け
る
正
宮
へ
の
参
入
、
退
出
に
つ

い
て
、
そ
の
記
述
を
確
認
し
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
改
め
て
そ
の
記
述
内

容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
前
節
で
あ
げ
た
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

い
ず
れ
の
祭
祀
に
お
い
て
も
正
宮
へ
の
参
入
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
祈

年
祭
の
参
進
列
次
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
前
節
祈
年
祭
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
参
進
の
列
次
に

つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
「
如
是
立
列
参
入
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
列
次

は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
列
次
が
あ
え
て
参
進
の
途
中
に

変
更
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
同
様
の
記
述
は
『
止
由
気
宮
儀
式
帳（

（1
（

』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
皇
大
神
宮
と
止
由
気
宮
で
は
、
内
院
、
外
院
の
配
置
や
正
宮
と
第
一

別
宮
で
あ
る
荒
祭
宮
、
多
賀
宮
と
の
位
置
関
係
も
異
な
る
こ
と
か
ら
安
易

に
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、『
外
宮
儀
式
帳
』
年
中
行
事
月
記
条
の
祈

年
祭
に
関
す
る
記
述
に
は
、

　

次
禰
宜
母
給
弖
共
発
弖
列
立
、
先
禰
宜
、
次
大
神
宮
司
、
次
忌
部
捧

二

幣
帛
一

立
、
次
御
馬
、
次
使
中
臣
、
次
使
王
、
次
内
人
等
、
次
斎
宮
諸

司
等
、
如
是
立
烈
列
参
入
、
然
致
二

中
重
一

就
二

正
道
石
畳
一

、
立
双
分
頭

跪
侍
、
東
一
使
王
、
次
中
臣
、
次
大
神
宮
司
、
次
禰
宜
等
、
大
物
忌
波

率
二

諸
物
忌
等
一

、
第
二
御
門
西
方
列
侍
、
大
内
人
、
幷
物
忌
父
、
小
内

人
等
、
西
玉
垣
御
門
内
東
向
列
跪
侍
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と
あ
る
。
正
宮
へ
の
参
進
に
際
し
て
は
、
ま
ず
「
禰
宜
」
を
先
頭
に
「
大

神
宮
司
、
幣
帛
、
御
馬
、
使
、
内
人
、
斎
宮
諸
司
」
ら
の
順
に
列
立
し
中

重
へ
と
参
入
し
て
い
く
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
『
内
宮
儀
式
帳
』
の
記

述
と
も
合
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
特
段
不
自
然
な
点
は
見
受
け
ら
れ
ず
、

そ
の
後
中
重
に
参
入
し
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
座
へ
着
く
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
参
進
列
の
状
況
や
『
外
宮
儀
式
帳
』
の
記
述
に
勘
み
た

場
合
、
儀
式
帳
が
編
纂
さ
れ
た
平
安
時
代
初
期
の
段
階
で
は
、
正
宮
へ
の

参
進
に
際
し
て
は
、
表
向
き
大
神
宮
司
や
禰
宜
以
下
神
職
は
一
様
に
南
御

門
か
ら
正
宮
へ
と
参
入
し
祭
儀
に
臨
む
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

　

で
は
一
方
、
正
宮
か
ら
の
退
出
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
述

の
よ
う
に
『
内
宮
儀
式
帳
』
に
お
い
て
正
宮
か
ら
の
退
出
は
、
極
め
て
シ

ン
プ
ル
に
「
即
罷
出
弖
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
記
述
を
素
直

に
受
け
取
る
な
ら
ば
、
正
宮
退
出
に
際
し
大
神
宮
司
と
禰
宜
以
下
の
神
職

の
動
き
を
特
段
示
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
参
入
と
同
様
の
動
き
を
し

て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
正
宮
退
出
後
の
祭
儀
の
流
れ
を

詳
し
く
追
っ
て
み
る
と
大
神
宮
司
、
禰
宜
以
下
奉
仕
員
の
動
き
も
見
え
て

く
る
も
の
が
あ
る
。

　

改
め
て
各
祭
典
の
記
述
を
確
認
し
て
み
る
と
、
祈
年
祭
で
は
正
宮
退
出

の
の
ち
荒
祭
宮
神
拝
所
に
て
拝
礼
。
祭
使
、
大
神
宮
司
が
外
直
会
殿
の
座

に
着
く
一
方
、
禰
宜
、
宇
治
大
内
人
、
荒
祭
宮
物
忌
父
、
同
内
人
、
大
内

人
ら
は
荒
祭
宮
へ
と
向
か
い
幣
帛
を
奉
納
す
る
。
そ
の
後
荒
祭
宮
を
退
出

し
外
直
会
殿
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
神
御
衣
祭
で
は
祭
使
は
不
在
で
あ

る
も
の
の
同
様
の
流
れ
で
御
衣
が
正
宮
、
荒
祭
宮
へ
奉
納
さ
れ
る
。
月
次

祭
で
は
、
正
宮
で
の
玉
串
行
事
、
御
調
糸
奉
納
が
行
わ
れ
た
の
ち
に
、
荒

祭
宮
神
拝
所
に
て
拝
礼
。
そ
の
後
直
会
殿
に
て
大
直
会
が
行
わ
れ
る
。
そ

し
て
、神
嘗
祭
で
は
正
宮
退
出
の
の
ち
荒
祭
宮
神
拝
所
に
て
拝
礼
。驛
使
、

斎
宮
諸
司
が
外
直
会
殿
の
座
に
着
く
一
方
、
禰
宜
、
内
人
ら
は
荒
祭
宮
へ

と
向
か
い
朝
廷
幣
帛
を
奉
納
す
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
正
宮
で
の
祭

儀
が
終
了
し
た
の
ち
荒
祭
宮
神
拝
所
に
て
拝
礼
が
行
わ
れ
、
荒
祭
宮
で
幣

帛
な
ど
の
奉
納
が
行
わ
れ
た
の
ち
に
外
直
会
殿
に
て
直
会
が
お
こ
な
わ
れ

る
と
い
っ
た
一
連
の
共
通
し
た
祭
儀
の
流
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
記
述
だ
け
で
は
大
神
宮
司
や
禰
宜
以
下
の

神
職
ら
が
ど
の
よ
う
に
正
宮
を
退
出
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
は
っ
き
り

し
な
い
。
無
論
御
輿
を
用
い
て
斎
王
候
殿
へ
と
参
進
す
る
斎
王
、
ま
た
使

ら
が
南
御
門
以
外
か
ら
退
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
を
含
む
祭
儀
奉
仕
者
の
列
も
基
本
的
に
は
南
御
門
か
ら
退
出

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
『
年
中
行
事
』
に
て
西
御

門
か
ら
退
出
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
禰
宜
以
下
の
神
職
の
動
向
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
『
外
宮
儀
式
帳
』
と
『
大
神
宮
式（

（1
（

』

の
記
述
で
あ
ろ
う
。
こ
の
正
宮
か
ら
の
退
出
に
関
し
て
『
外
宮
儀
式
帳
』
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の
記
述
を
確
認
し
て
み
る
と
、『
内
宮
儀
式
帳
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
⑱

月
次
祭

　

然
大
神
宮
司
波
内
院
御
門
内
跪
侍
、
禰
宜
波
開
二

東
宝
殿
一

御
調
糸
進

入
員
卅
絇
、
見
進
二

入
廿
八
絇
一

、
高
宮
御
料
分
二
絇
、
奉
入
畢
即
罷
出
、

先
大
神
宮
司
、
次
禰
宜
、
次
大
物
忌
、
次
大
内
人
等
、
然
就
二

本
版
位
一

、

即
諸
刀
禰
宜
等
共
発
、
四
段
拝
奉
氐
、
八
開
手
拍
、
次
短
手
一
段
拍
氐
、

一
段
拝
奉
、
又
更
四
段
拝
奉
氐
、
八
開
手
拍
、
次
短
手
一
段
拍
氐
、
一

段
拝
奉
、
然
罷
出
、
先
太
神
宮
司
、
次
禰
宜
、
次
内
人
等
、
然
向
二

高

宮（
（1
（

一

四
段
拝
奉
弖
、
短
手
二
段
拍
、
一
段
拝
奉
、
但
内
親
王
不
レ

向
二

高

宮
一

、
然
了
時
、
諸
司
人
等
并
諸
刀
禰
等
、
皆
悉
直
会
殿
就
座
、
給
二

大

直
会
一

史
料
⑲

神
嘗
祭

　

就
二

本
版
位
一

、
即
諸
刀
禰
等
共
発
、
四
度
拝
奉
弖
、
八
開
手
拍
、
次

短
手
一
段
拍
弖
、
一
段
拝
奉
、
又
更
四
段
拝
奉
弖
、
八
開
手
拍
、
次
短

手
一
段
拍
弖
、
一
段
拝
奉
、
畢
即
罷
出
、
先
使
王
、
次
中
臣
、
次
忌
部
、

次
大
神
宮
司
、
次
禰
宜
、
次
大
内
人
等
、
如
是
罷
出
弖
、
高
宮
四
段
拝

奉
氐
、
短
手
二
段
拍
、
一
段
拝
奉
、
但
内
親
王
不
レ

向
二

高
宮
一

、
畢
即

始
二

駅
使
并
斎
宮
諸
司
等
一

、及
二

至
于
諸
司
番
上
一

、皆
悉
就
二

直
会
殿
一

、

給
二

大
直
会
一

、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
外
宮
月
次
祭
に
お
い
て
は
正
宮
で
の
拝
礼
終
了
後
、

「
大
神
宮
司
、
禰
宜
、
内
人
」
ら
が
退
下
の
列
を
な
し
て
正
宮
か
ら
退
出

し
多
賀
宮
神
拝
所
へ
と
向
か
う
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、

神
嘗
祭
に
お
い
て
も
、「
使
王
、
中
臣
、
忌
部
、
大
神
宮
司
、
禰
宜
、
大

内
人
」
ら
が
退
下
の
列
を
な
し
て
正
宮
か
ら
退
出
し
多
賀
宮
神
拝
所
へ
と

向
か
う
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
宮
か

ら
退
下
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
賀
宮
で
の
祭
儀
が
翌
日
で
あ
る
こ
と
を

差
し
引
い
た
と
し
て
も
禰
宜
以
下
の
神
職
も
右
記
の
よ
う
な
列
次
を
も
っ

て
、
使
、
大
神
宮
司
ら
と
共
に
正
宮
南
御
門
よ
り
退
出
し
、
共
に
多
賀
宮

を
拝
す
る
こ
と
が
基
本
形
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、『
大
神
宮
式
』
の
記
述
に
よ
る
と
、

史
料
⑳

延
喜
式　

月
次
祭

斎
内
親
王
并
衆
官
以
下
、
再
拝
拍
二

八
開
手
一

、
次
拍
二

短
手
一

再
拝
、
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如
レ

此
両
遍
、
既
而
衆
官
退
出
、
即
使
及
宮
司
以
下
、
向
二

多
賀
宮
一

、

斎
王
不
レ

向
、
再
拝
両
段
、
拍
二

短
手
一

両
段
、
退
就
二

解
斎
殿
一

給
二

酒

食
一

　
〈
中
略
〉

十
七
日
参
二

大
神
宮
一

、
其
儀
一
同
二

度
会
宮
一

、
拝
二

荒
祭
宮
一

同
二

多
賀

宮
一

、

史
料
㉑

延
喜
式　

神
嘗
祭

右
、
月
十
六
日
祭
二

度
会
宮
一

、十
七
日
祭
二

大
神
宮
一

、
禰
宜
、
大
内
人

各
著
二

明
衣
一

、
分
二

頭
左
右
一

、
宮
司
立
レ

中
、
次
使
忌
部
捧
レ

幣
、
次
馬
、

次
使
中
臣
、
次
使
王
、
入
就
二

内
院
版
位
一

、
使
中
臣
申
二

祝
詞
一

、
訖
亦

神
宮
司
宣
二

祝
詞
一

、
余
儀
同
二

月
次
祭
一

　

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
宮
と
外
宮
で
は
各
々
荒
祭
宮
、
多
賀

宮
の
神
拝
に
際
し
て
同
様
の
流
れ
で
拝
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、『
内
宮
儀
式
帳
』
の
記
述
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、

正
宮
で
の
祭
儀
が
終
了
し
た
の
ち
の
荒
祭
宮
神
拝
に
際
し
て
は
、
正
宮
か

ら
使
、
大
神
宮
司
と
共
に
禰
宜（

（1
（

に
お
い
て
も
外
と
同
様
の
退
下
列
を
構
成

し
な
が
ら
南
御
門
か
ら
退
出
し
、
荒
祭
宮
神
拝
所
へ
と
向
か
い
、
拝
礼
を

行
っ
た
後
に
、
直
会
殿
と
荒
祭
宮
に
分
か
れ
て
祭
儀
が
続
け
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う（

（1
（

。

六
、�

正
宮
で
の
祭
儀
に
お
け
る
参
入
・
退
出
経
路
の
変
化
に

つ
い
て

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
、『
年
中
行
事
』
と
『
内
宮
儀
式
帳
』
に
お
け
る
正

宮
で
の
祭
儀
に
お
け
る
参
入
、
退
出
経
路
の
記
述
を
確
認
し
て
き
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
初
期
に
は
正
宮
で
の
祭
儀
に
お
い
て
基
本
的
に

南
御
門
か
ら
の
参
入
、
退
出
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
中
世
初
頭
に
な

る
と
、
一
部
の
奉
仕
者
ら
が
西
御
門
や
北
御
門
と
い
っ
た
南
御
門
以
外
の

諸
門
も
積
極
的
に
用
い
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
こ
れ
ら
の
変
化
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な

理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
そ
の
要
因
に
つ
い
て
一
歩
踏
み

込
ん
で
そ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
は
、『
年
中
行
事
』
に
み
え
る
参
入
、
退
出
の
特
徴
の
中
で
、
南

御
門
と
西
御
門
を
使
用
す
る
祭
祀
奉
仕
者
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
第
三
節
で
の
検
証
に
よ
る
と
、
斎
内
親

王
と
祭
使
・
宮
司
ら
に
つ
い
て
は
南
御
門
以
外
か
ら
の
参
入
、
退
出
は
見
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る
こ
と
が
で
き
な
い
訳
だ
が
、
一
方
で
禰
宜
以
下
の
神
職
に
つ
い
て
は
南

御
門
以
外
か
ら
の
参
入
、
退
出
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
様
子
を
確
認
で

き
る
。
こ
れ
は
、
朝
廷
側
の
奉
仕
者
と
在
地
神
職
側
の
奉
仕
者
が
明
ら
か

に
異
な
る
意
識
を
持
っ
た
中
で
祭
儀
が
行
わ
れ
て
い
た
証
左
で
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
と
す
る
な
ら
ば
禰
宜
以
下
の
奉
仕
者
が
南
御
門
を
用
い

る
場
合
に
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
説
明

が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

禰
宜
以
下
の
神
職
ら
が
南
御
門
よ
り
出
入
り
し
て
い
る
祭
儀
を
見
て
み

る
と
、
祈
年
祭
の
参
入
、
神
御
衣
祭
の
参
入
、
月
次
祭
由
貴
大
御
饌
の
参

入
、月
次
祭
玉
串
行
事
及
び
奉
幣
の
参
入
、神
嘗
祭
由
貴
大
御
饌
の
参
入
、

神
嘗
祭
玉
串
行
事
及
び
奉
幣
の
参
入
と
、
そ
れ
ぞ
れ
正
宮
へ
の
「
参
入
」

に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
こ
の
各
祭
儀
の
正
宮

参
入
に
あ
た
り
禰
宜
以
下
の
神
職
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

祈
年
祭
、
神
御
衣
祭
、
月
次
祭
及
び
神
嘗
祭
の
奉
幣
に
つ
い
て
禰
宜
は

「
前
陣
神
主
」
と
し
て
参
進
の
列
次
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
着
目
す

べ
き
は
こ
の
「
前
陣
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
前
陣
」
と
い
う
こ
と

は
そ
の
対
象
に
対
し
て
の
前
導
、
つ
ま
り
は
先
導
・
警
衛
役
に
該
当
す
る

わ
け
だ
が
、
こ
の
場
合
そ
の
対
象
と
な
る
の
は
祭
使
・
神
宮
司
も
し
く
は

幣
帛
か
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
に
そ
の
対
象

が
祭
使
・
神
宮
司
で
あ
っ
た
場
合
、
退
出
の
折
り
に
そ
の
列
次
か
ら
離
れ

る
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
と
す

れ
ば
『
年
中
行
事
』
に
見
え
る
「
前
陣
神
主
」
の
前
陣
と
い
う
の
は
「
幣

帛
」
の
前
陣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
史
料
⑦
の
月
次
祭
御
饌
に
は

「
次
正
員
禰
宜
前
陣
、
在
二
警
蹕
一

一
座
役
。
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
祭
使
・
神

宮
司
が
奉
仕
し
な
い
御
饌
祭
に
お
い
て
も
「
前
陣
神
主
」
の
所
役
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
「
前
陣
」
の
対
象
と
な
る
の

は
紛
れ
も
な
く
由
貴
御
饌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
月
次
祭
由
貴
御
饌
に
て
奉
献
さ
れ
る
神
饌
は
正
宮
で
の
祭
儀
に
先
立

ち
正
宮
南
の
石
畳
に
て
御
贄
調
理
の
所
作
が
あ
る
た
め
に
南
御
門
か
ら
参

入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
禰
宜
以
下
の
神
職
ら
は
こ

の
神
饌
や
幣
帛
を
先
導
・
警
衛
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
南

御
門
か
ら
参
入
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
祭
儀
上
の

役
割
が
な
い
場
合
、
ま
た
そ
の
先
導
、
警
衛
す
る
対
象
で
あ
る
神
饌
や
幣

帛
が
南
御
門
か
ら
参
入
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は（

（1
（

南
御
門
以
外

の
諸
門
を
積
極
的
に
用
い
る
と
い
う
考
え
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

整
理
す
る
と
、『
儀
式
帳
』
の
時
代
に
は
、
宮
司
、
禰
宜
以
下
の
神
職

共
に
正
宮
の
祭
儀
で
は
南
御
門
か
ら
参
入
、
退
出
す
る
と
い
う
基
本
的
な

意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、『
年
中
行
事
』の
頃
に
は
、祭
主
、
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宮
司
は
従
前
通
り
南
御
門
か
ら
参
入
、
退
出
す
る
一
方
で
、
禰
宜
以
下
の

神
職
ら
は
南
御
門
以
外
の
諸
門
を
積
極
的
に
用
い
て
お
り
、
古
代
か
ら
中

世
初
頭
に
か
け
て
参
入
、
退
出
に
関
し
て
の
意
識
に
変
化
が
生
じ
た
と
い

う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
祭
使
・
宮
司
ら
と
禰
宜
以
下
の
神
職
層

の
間
で
は
、
御
門
の
参
入
・
退
出
と
い
う
細
か
い
部
分
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
ま
で
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
意
識
を
も
っ
て
祭
儀
に
臨
む
様
に
な
っ
て

い
た
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

七
、
ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
古
代
、
中
世
神
宮
祭
祀
に
お
け
る

正
宮
参
入
・
退
出
に
焦
点
を
あ
て
、『
儀
式
帳
』
と
『
年
中
行
事
』
の
記

述
を
中
心
に
比
較
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
朝
廷

側
と
禰
宜
以
下
在
地
神
職
層
の
、
祭
儀
に
奉
仕
す
る
上
で
の
意
識
の
変
化

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
意
識
変
化
の
要
因
を
安
易
に
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
も
の

の
、
最
後
に
そ
の
要
因
に
つ
い
て
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
古
代

末
か
ら
中
世
初
頭
に
か
け
て
、
神
宮
で
は
祭
主
と
宮
司
の
関
係
性
だ
け
で

は
な
く
、
禰
宜
職
増
員
や
御
禰
宜
層
の
役
割
の
変
化
な
ど
様
々
な
変
化
が

お
こ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
見
ら
れ
た
祭
儀
上
の
変
化
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
神
宮
の
体
制
や
祭
祀
組
織
の
変
化
と
い
う
も
の
が
祭
儀
の
中
身

そ
の
も
の
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ

う
。
中
で
も
特
に
、
宮
司
の
役
割
や
位
置
づ
け
の
変
化
と
い
う
も
の
が
一

つ
の
要
因
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
儀
式
帳
の
頃
に

は
、
朝
廷
の
出
先
機
関
と
し
て
統
括
的
な
行
政
職
で
あ
っ
た
宮
司（

（1
（

が
、
祭

主
制
の
成
立
の
伴
い
在
地
の
運
営
や
祭
儀
に
深
く
浸
透
す
る
こ
と
と
な

り
、
祭
祀
職
と
し
て
の
色
合
い
を
強
め
た
こ
と
で
、
禰
宜
以
下
の
神
職
層

が
自
ら
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
宮
司
ら
と
一
線
を
画
す
る

動
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
裏
付

け
る
よ
う
な
記
述
が
『
年
中
行
事
』
の
中
に
も
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
資
料
④
に
あ
る
「
宮
司
與
二

神
主
一

中
強
也
。
但
近
代
ハ

無
二

中
強
之

儀
一

。宮
司
モ

以
レ

東
爲
レ

上
テ

着
。」と
い
っ
た
記
述
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ま
で
正
宮
で
は
、
祭
主
、
宮
司
が
東
側
に
禰
宜
以
下
神
職
が
西
側
に

著
版
す
る
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、『
年
中
行
事
』
編
纂
の
頃
に

は
そ
の
区
別
も
な
く
な
り
、
宮
司
も
西
側
に
著
版
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
記
述
で
あ
る
。
本
稿
で
は
字
数
の
関
係
も
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の

検
証
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
が
、
宮
司
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
い
く

上
で
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

今
回
特
に
『
年
中
行
事
』
と
『
内
宮
儀
式
帳
』
の
比
較
検
討
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
こ
う
し
た
中
世
移
行
期
に
お
け
る
祭
儀
次
第
上
の
変
化
は
祭
主
や
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共
に
福
山
敏
男
『
神
社
建
築
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版　

一
九
八
四
）
よ
り

宮
司
、
禰
宜
以
下
神
職
の
関
係
性
を
考
察
す
る
上
で
、
重
要
な
視
点
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
検
証
を
進
め
て
い
き

た
い
。

注（
１
） 『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』（『
神
道
大
系
─
神
宮
編
２
』
神
道
大
系
編
纂
会　

一
九
八
〇
）

（
２
） 

本
論
中
で
用
い
た
史
料
に
つ
い
て
、
以
下
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
は
『
年
中
行

事
』、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
は
『
内
宮
儀
式
帳
』、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
は
『
外

宮
儀
式
帳
』、『
延
喜
大
神
宮
式
』
は
『
大
神
宮
式
』
と
表
記
す
る
も
の
と
す
る
。

（
３
） 

中
世
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
大
西
源
一
『
大
神
宮
史

要
』（
神
宮
司
廳　

二
〇
〇
一
）、
萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館　

一
九
七
五
）、
棚
橋
光
男
『
中
世
成
立
期
の
法
と
国
家
』（
塙
書
房　

一
九
八
三
）、國
學
院
大
學
に
被
御
文
化
研
究
所
編『
大
中
臣
祭
主
藤
波
家
の
歴
史
』

（
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
九
三
）、
國
學
院
大
學
に
被
御
文
化
研
究
所
編
『
大

中
臣
祭
主
藤
波
家
の
研
究
』（
続
群
書
類
従
完
成
会　

二
〇
〇
〇
）、勝
山
清
次『
中

世
伊
勢
神
宮
成
立
史
の
研
究
』（
塙
書
房　

二
〇
〇
三
）、
な
ど
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
４
） 『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（『
神
道
大
系
─
神
宮
編
１
』
神
道
大
系
編
纂
会　

一
九
七
九
）

（
５
） 『
年
中
行
事
』
は
中
世
初
頭
の
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
皇
大
神
宮
権
禰
宜
荒
木

田
忠
仲
に
よ
り
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
、
解
文
で
あ
る
『
内
宮
儀
式
帳
』
と
比
べ
て

も
、
内
宮
に
お
け
る
祭
儀
の
詳
細
や
祝
詞
、
幣
物
類
に
至
る
ま
で
詳
細
に
編
述
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
文
書
は
、
忠
仲
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
二
七
二
年
後
の
寛

正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
内
宮
禰
宜
の
藤
波
（
荒
木
田
）
氏
経
に
よ
り
加
筆
さ
れ

た
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
加
筆
箇
所
を
除
い
た
記
述
か
ら
考

察
を
加
え
て
い
く
。

（
６
） 『
年
中
行
事
』
と
同
時
代
の
史
料
と
し
て
『
建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記
』
が
あ
る
も

の
の
、
諸
殿
舎
そ
の
も
の
の
造
営
に
関
係
す
る
遷
宮
諸
祭
に
つ
い
て
は
、
儀
式
次

第
の
上
で
恒
例
祭
典
と
は
異
な
る
動
き
が
多
々
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は

『
内
宮
年
中
行
事
』
の
記
述
を
中
心
に
考
察
し
て
い
く
。

（
７
） 

各
祭
儀
に
お
け
る
参
入
、
退
出
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
諸
殿
舎
の
位
置
関
係
を
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
古
代
・
中
世
の
諸
殿
舎
配
置
に
つ
い
て
は
福
山
敏
男

が
詳
細
に
研
究
し
て
お
り
、
そ
の
著
書
の
中
で
「
建
久
の
頃
の
御
垣
、
御
門
の
配

置
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
規
模
は
儀
式
帳
当
時
と
甚
だ
し
い
相
違
は

な
か
っ
た
こ
と
が
解
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。（
福
山
敏
男
『
伊
勢
神
宮

の
建
築
と
歴
史
』
日
本
資
料
刊
行
会　

一
九
七
七
）
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共
に
福
山
敏
男
『
神
社
建
築
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版　

一
九
八
四
）
よ
り

（
８
） 「
警
蹕
」
は
「
ミ
サ
キ
オ
フ
」「
ケ
イ
ヒ
ツ
」
と
も
称
し
、
日
本
書
紀
を
始
め
儀
式
、

延
喜
式
、
江
家
次
第
な
ど
様
々
な
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
そ
の
意
義
は
、
天
皇

出
御
や
行
幸
の
際
等
に
、
道
筋
の
往
来
が
不
敬
に
あ
た
ら
ぬ
よ
う
に
御
列
の
御
前

を
警
衛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
と
神
祇
祭
祀
に
お
い
て
は
神
饌
や
幣
物
に
対
し
て

こ
れ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。『
神
宮
典
略
』（
増
補
大
神
宮
叢
書
２　
『
神
宮
典

略　

中
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
五
）
で
は
「
警
蹕
は
道
路
の
御
先
を
は
ら
ふ
声

な
り
。
さ
て
警
蹕
の
時
は
諸
人
平
伏
の
例
也
、
と
浅
深
抄
に
見
え
た
り
。
す
べ
て

神
御
ま
た
天
皇
の
御
行
の
時
は
此
事
あ
り
て
、
ヲ
ゝ
と
呼
ぶ
は
警
蹕
の
声
な
り
」

と
考
証
し
て
い
る
。

（
9
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』
に
も
「
並
執
二

太
玉
串
一

、
禰
宜
立
レ

前
、
大
神
宮
禰

宜
立
レ

左

宇
治
大
内

人
立
レ

右

、
次
宮
司
、
次
幣
雑
物
并
馬
単
行
陳
列
、
次
朝
便
進
入
二

外
玉
垣
門
一

」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
列
を
維
持
し
た
ま
ま
正
宮
ま
で
参
進
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
10
） 『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』（『
神
道
大
系
─
神
宮
編
１
』
神
道
大
系
編
纂
会　

一
九
七
九
）

（
11
） 

大
神
宮
司
、
祢
宜
以
下
の
神
職
ら
が
参
進
列
を
構
成
し
な
が
ら
南
御
所
よ
り
参
入

し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
一
方
で
そ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
奉
仕
者
も
推

定
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
物
忌
子
」
ら
は
参
進
列
の
中
に
見
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
は
、

参
進
列
と
は
別
に
参
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

も
あ
く
ま
で
便
宜
の
作
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
） 

虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
延
喜
式　

上
』（
集
英
社　

二
〇
〇
〇
）

（
1（
） 「
高
宮
」
に
つ
い
て
は
、
引
用
史
料
を
除
き
以
下
「
多
賀
屋
」
を
表
記
す
る

（
1（
） 「
年
中
行
事
」
で
は
、
玉
串
大
内
人
、
荒
祭
宮
大
内
人
、
同
大
物
忌
父
ら
は
幣
帛

辛
櫃
に
関
わ
る
役
割
を
任
っ
て
い
る
が
、
祢
宜
は
そ
の
限
り
で
は
な
い

（
1（
） 
こ
の
点
に
つ
い
て
、
近
世
の
神
宮
祠
官
で
あ
る
中
川
経
雅
は
「
本
宮
行
事
畢
て
、

禰
宜
宇
治
大
内
人
以
下
は
早
く
座
を
起
ち
、
此
荒
祭
行
事
つ
と
む
る
際
に
、
使
宮

司
は
拝
奉
る
な
り
」
と
述
べ
、
禰
宜
以
下
神
職
と
使
、
宮
司
が
分
か
れ
て
い
る
か

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
の
直
前
に
は
「
荒
祭
拝
所
の
版
位
に
著
な
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り
。
当
時
も
荒
祭
拝
所
石
壺
あ
り
。
使
宮
司
禰
宜
等
こ
れ
に
著
な
り
」
と
も
記
し

て
お
り
、
判
断
し
か
ね
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
恐
ら
く
前
の
「
禰
宜
宇
治
大
内

人
以
下
は
早
く
座
を
起
ち
」
と
の
記
述
は
『
年
中
行
事
』
の
記
述
を
引
用
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1（
） 

先
導
、
警
衛
す
る
対
象
に
よ
っ
て
南
御
門
か
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
御
門
を
用
い
て

い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
四
祭
以
外
の
様
子
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
正
月
白
散
御
饌
の
場
合
は
神
饌
が
正
宮
で
は
な
く
瑞
垣
御

門
前
に
供
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
南
御
門
か
ら
参
入
し
て
い
る
が
、
一
方
で
同
じ
く

正
月
の
新
菜
御
饌
の
際
に
は
正
宮
に
供
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
北
御
門
よ
り
参
入
し

て
い
る
。
こ
れ
は
同
じ
神
饌
奉
奠
で
あ
っ
て
も
そ
の
状
況
や
必
要
性
に
応
じ
て
参

入
経
路
を
変
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
一
端
で
あ
ろ
う
。

（
1（
） 

拙
論
「
古
代
伊
勢
神
宮
祭
祀
と
大
神
宮
司
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
九
号
の
九　

平
成
三
〇
年
九
月
）


